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■日 時： 平成１７年１月２０日（木） １３：００～１８：００（１２：３０受付開始） 

■会 場： 日本青年館大ホール（東京都新宿区霞ヶ丘町7-1） 
       ○営団地下鉄丸の内線・半蔵門線・千代田線・東西線／都営三田線大手町駅下車。Ａ３出口 

       ○ＪＲ東京駅丸の内北口より徒歩10分 

■定 員： １，０００人 

■入 場： 無料 

■申込み： 裏面の参加申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸまたはＥメール、郵便にてお送りくだ

さい。（定員に達し次第申込みを締め切りとさせていただきます） 

 
 

第８回環境コミュニケーション大賞 

表  彰  式  

主催：財団法人地球・人間環境フォーラム 

後援：環境省、毎日新聞社、日本経済新聞社 

 

 

 

環境コミュニケーション 

シンポジウム 

主催：サスティナビリティ・コミュニケーション・ 

ネットワーク（NSC） 

 環境省 

 日本経済新聞社 

 財団法人地球・人間環境フォーラム 

 

 

事業者等が自らの環境に対する取り組みや発生する環境負荷の実態等を幅広い利害関係者（ステークホルダ

ー）に提供する「環境コミュニケーション」の重要性が高まっています。 

環境コミュニケーシヨンの手段としては、従来から「環境報告書」や「環境活動レポート」などを作成し、公

表する事業者等着実に増加し、その質もここ数年格段に向上しています。また最近は、報告範囲を環境という概

念だけではなく社会側面へと拡大しようとする取り組みも広がり、報告書のタイトルに社会、持続可能性、サス

テナビリティを冠したものが目立つとともに、企業の社会的責任（CSR : Corporate Social Responsibility）

を企業経営の中核にすえる動きが加速する中でCSR報告書を発行する事業者も増加しています。さらに、環境コ

ミュニケーションの手段として、媒体効果の大きなテレビ環境ＣＭやインターネットを活用する動きも加速して

います。一方、環境負荷や環境・社会問題への取り組みを一方的に提供するだけではなく、ステークホルダーの

意見を聴いたり、共に討議するステークホルダーダイアログを行うことによって、双方向のコミュニケーション

に取り組む事業者等が多くなるなど、環境コミュニケーションの多様化が進んでいます。 

「環境コミュニケーション大賞」は、すぐれた環境報告書等やテレビ環境ＣＭを表彰することを通して、優良

な環境報告書等やテレビ環境ＣＭを普及させるとともに、環境コミュニケーションをさらにわが国に促進させる

ために実施されるものですが、環境コミュニケーションの多様化を背景に、今回から表彰対象をテレビ環境ＣＭ

に拡大したことに伴って、第８回目を迎える今回から従来の環境レポート大賞を改称したものです。 

一方、第８回環境コミュニケーション大賞の表彰式に引き続いて開催される「多様化する環境コミュニケーシ

ョン」をテーマとした「環境コミュニケーションシンポジウム」は、多様化する環境コミュニケーションに関す

る最新情報を伝えることを目的に開かれます。特に、事業者等が消費者や投資家、従業員、地域住民などのステ

ークホルダーと情報を共有しつつ、互いに信頼を得るための重要な環境コミュニケーション手法である「ステー

クホルダーダイアログ」をテーマとしたパネルディスカッションを通して、ステーホルダーダイアログの有効な

活用法や今後それを広げていくための課題について、参加者とともに考えてみることをねらいとしています。 

第８回環境コミュニケーション大賞表彰式 

環境コミュニケーションシンポジウム 
～多様化する環境コミュニケーション～ 



■プログラム --------------------------------------------------------------- 

○第８回環境コミュニケーション大賞表彰式 
13:00～14:30 開会挨拶 財団法人地球・人間環境フォーラム 

祝  辞 環境省 

表彰状授与 

受賞者代表挨拶 

審査委員長講評 山本 良一 氏（東京大学 生産技術研究所教授） 

表彰式閉会 

14:30～14:45 休 憩 

○環境コミュニケーションシンポジウム ～多様化する環境コミュニケーション～ 
14:45～15:45 基調講演 

「企業の社会的責任と環境コミュニケーション」（仮題）  
森島 昭夫 氏（中央環境審議会会長、（財）地球環境戦略研究機関理事長） 

15:45～16:00  休 憩 

16:00～18:00  パネルディスカッション 
「ひろがりはじめたステークホルダーダイアログ 

          ～どう生かし、どう広げるか～」（仮題） 
○パネリスト 

高岡 美佳 氏（立教大学 経済学部助教授） 
萩原 喜之 氏（中部リサイクル運動市民の会 代表理事） 
安川 良介 氏（電通 コーポレート計画局計画推進部部長） 
その他、企業関係者２名、環境省関係者 1 名が加わる予定。 

 
○コーディネーター 

後藤 敏彦 氏（サステナビリティ・コミュニケーション・ネットワーク（NSC） 
代表幹事、環境監査研究会 代表幹事） 

18:00     終了予定 

--------------------------- 参 加 申 込 書 --------------------------- 
ＦＡＸ：０３－３５９２－９７３７／Ｅ－ｍａｉｌ：ecom-sympo＠nifty.com 

（財）地球・人間環境フォーラム・シンポ係 

氏 名 
 

会社名 

（団体名） 

 

所属、役職 
 

住 所 
〒 

電話番号 
 

ＦＡＸ番号
 

・申込み締切 平成17年1月14日（金）。定員に達した場合はその時点で締め切りとさせていただきます。 

・折り返し入場券をお送りいたします。 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-18-1 虎ノ門10森ビル5階 

（財）地球・人間環境フォーラム・シンポ係 

電話：０３－３５９２－９７３５／ＦＡＸ：０３－３５９２－９７３７ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ecom-sympo＠nifty.com 

 


